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星形成を示すS0銀河はSpなのか？S0なのか？
• Merger, AGN feedback, 高密度環境等により星形成が抑制されred-deadでearly-

typeな形態を持つ銀河へと進化すると考えられる。
• 一方で、星形成を示すearly-type銀河 blue early-type galaxies も見つかっている。

-10.8↑(SFの条件)

-11.8↓(Qの条件)

Fig.2/10: SF-S0, Q-S0, SF-Sp サンプルの分布→
Q-S0はmore massive (low-mass側が少ない
のはselection effect [SED fit出来ない]もある)。
Log(Ms)=10.25付近でSF-S0 fractionが減少。

• 見た目はearly-typeだが星形成の兆候を示す銀河。
• 低質量側に多い。gas fractionはSp並み。
→normal E銀河にminor mergerによってfresh gasが供給され星形成が起きている？

• 本研究ではearly-typeの中でもS0に着目し、星形成しているS0の起源を探る。

• MaNGAデータを用いて、global/resolvedの性質をS0とSpで比べる。
• 形態：MaNGA DR15 (TType, P_Q0)

• SDSS画像では見落としているかもしれない渦状腕をHSC, DESI, PanSTARRS

で目視確認。
• 星形成：SED fitから求めたsSFR。

• 星形成しているS0 (SF-S0),していないS0 (Q-S0), 星形成しているSpiral (SF-Sp) 

を抽出。
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Fig.8: Ms-Re分布→
SF-S0はQ-S0と同様の分布。
→ SF-S0はSF-Spとは構造的に異なる。
B/Tの比較からも同様の結果。

Fig.6: ∑SFRの動径分布
SF-S0の星形成は中心が強い。
SF-Spはなだらか (diskに付随)。
→ SF-S0はSF-Spがquenchしつ
つある種族では無い。

↑Fig.9: SF-S0銀河の速度分布
SF-S0をRegular (stellarとHαで分布が一致), disturbed (どちらかor両方がdisturbed), 

mis-aligned (回転軸が不揃い), counter-rotate (逆回転) の4種に細分。

• Regularの割合は40%

• SF-S0の多くは最近interactionやminor mergerを受けて”unsettled”。
• Unsettledのほとんどはlow mass側で、high massのSF-S0はregular。

(high-mass銀河の回転を乱すのは容易ではないため？)

➔

✓SF-S0は死にゆくSF-Spではなく、minor mergerで一時的に息を
吹き返したQ-S0。
✓星形成によりmassiveになるとquenchが効いてmassive Q-S0へ。


